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1 開発の背景 

共働き世帯や一人暮らしでは、忙しさから食材の使い忘れや賞味期限切れな

どの食材管理が行き届かず、気づかぬうちに食材を無駄にすることが多い。そ

こで、冷蔵庫内の食材をカメラで自動認識し、日付が経過した食材を優先した

料理をAIで提案するシステムを設計した。冷蔵庫内の天井にカメラ、ドアに開

閉を検出するためのリードスイッチを設置した(図 1)。また、スピーカ・バッテ

リー・マイコンは板に一体化させることで、どの冷蔵庫でも取り付けを可能と

した（図2）。さらに、取得した情報をGeminiに送信し、返信内容を音声出力す

ることで、AI による料理提案を実現した。これよって、食品ロスの削減、献

立決めの負担軽減、家事効率の向上、食費節約が期待できる。 
 

2 開発した作品の工夫点 

工夫点 1 YOLOv8による食材認識 

 冷蔵庫内の食材を識別するために、YOLOv8を用いてドアの開閉時にカメラ

で食材を物体検出し(図 3)、食材名を取得・保存する。さらにデータベースで

食材ごとに、検出した日時から、食材が何日経過しているかを算出する(図4)。

信頼度 90%以上かつ複数枚の認識結果を用いて多数決で決定する手法により、

誤検出を防止している。 

工夫点 2 食材名の正規化処理 

認識した食材名を直接データベースに登録すると、複数形や大文字・記号の違いにより同一食材が別扱いされ

る問題がある。本システムでは複数形を単数形に変換し、アンダースコアをスペースに置換、大文字を小文字に

統一するといった処理を施している。これにより、重複登録を防ぎ、データベースの管理制度を向上させている。 

    

図3 画像認識した画面       図 4 データベースの画面          図5 作品のイメージ 
 

工夫点 3 保存日数が長い食材を優先したレシピ提案 

 冷蔵庫を開けた際に、冷蔵庫内の食材と保存日数をデータベースに登録・更新し、その情報をもとに、保存日

数の長い食材や賞味期限が迫った食材から優先的に料理するよう、Geminiがスピーカーからレシピの提案（今日

中の料理）を行っている（図5）。 

使用した電子部品など 

マイコン：Raspberry Pi 5 ，カメラモジュールV3，ドアセンサースイッチ , スピーカー, モバイルバッテリー 

 
3 まとめ 

開発した冷蔵庫内食材管理システムは、食材の使い忘れや賞味期限切れによる食品ロスを減らすため、冷蔵庫内

の食材を自動で認識し、消費すべき食材から優先的に料理を提案する。現状では、ブロッコリーと牛乳で、「ブロ

ッコリーのミルク煮」を、肉・もやし・しいたけなどで、「肉野菜炒め」をAIが提案する。このシステムにより、

家事の負担を軽減し食費の節約や環境保護につなげられSDGsへの貢献も期待できる。 

海外などの賞味期限の異なる表記へも対応しながら、データを充実させていくことで、さらに正確な賞味期限の

取得を可能にしていく。また、提案可能な料理数を増加し、外部デバイスとの連携を進め、より多くの家庭で実用

的に活用できるシステムとして展開したい。なお、マイコンやセンサを含め、製作費は約2万3000円。 
 

 

図 1 作品の設計図 

  

図 2 開発したシステム 


